
診療受付  平日・土曜
診療受付  平日のみ

診療科目

診療時間
午前
夕方

急患は年中無休・24時間
いつでもお受けします（内科）

8：00～12：00
16：30～18：00

内科・外科・小児科・神経内科・形成外科
泌尿器科・歯科口腔外科・整形外科・循環器内科

脳神経外科・婦人科・耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・心臓血管外科

お車でお越しの方　無料駐車場210台有

入院面会時間 14：00～17：00

公共

交通機関
での来院の場合

〒421-0193  静岡県静岡市駿河区下川原南11番1号　TEL 054-256-8008（代表） FAX 054-256-8020
　　web-shizuoka@tokushukai.jp

JR東海道線「静 岡 駅」より約25分　中原池ヶ谷線「徳洲会病院」行き

静 岡 鉄 道「新静岡駅」より約30分　東新田下川原線「徳洲会病院」行き

JR東海道線「安倍川駅」より約10分タクシー

バ　ス

病院ホームページはこちら

※面会-ご来院について、皆様へお願いがございます。詳しくはホームページをご覧ください。
コロナウイルス感染の状況により、診療・面会について変更となる場合がございます。
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山之上 弘樹
院 長

　2021年11月1日　全国で新たに確認された新型コロナウイルス感染者数は84人でした。静岡市の人
数ではなく、全国での数字です。苦しみ抜いたデルタ株との戦いもほぼ終わり、もしかするとこのまま
コロナがなくなるのではないか、と微かに期待していたのですが、その期待を完璧に打ち砕いたのが、
南アフリカで発見されたオミクロン株でした。後に一日の新規感染者数で、日本が世界最多になるまで
増加しました。
　私達はコロナとの戦いは簡単ではない事を思い知らされたのでした。
　この1カ月ほどで、これまで行っていた様々な規制が撤廃されてきています。基本的な感染対策と注
意すべき場面を意識する必要はありますが、規制撤廃自体は諸外国の動向も踏まえると妥当ではない
でしょうか。
　ただ2点の懸念があります。
　一つ目は、またまた新たな変異株が出現するのではないか。こちらについては残念ながら誰にもわか
りません。注視していくしかないでしょう。
　二つ目は、インフルエンザの大流行です。日本では最近の3シーズンにインフルエンザの大きな流行は
ありませんでした。しかし今年の夏は南半球のオーストラリアで流行がありました。コロナに対する規
制の緩和が進むことを考えると、今シーズンはインフルエンザの大流行となる可能性は十分あります。
　インフルエンザワクチン接種をぜひとも受けていただき、インフルエンザの流行に備えていただきた
いと思います。



『超音波検査室の精度認定制度』
　この度、日本超音波検査学会が制定する『超音波検査室の精度認定制度』を受審し、無事にこ
の施設認証を取得することができました。受審領域は、消化器領域・循環器領域・体表臓器領域・
血管領域・健診領域の５領域となり、有効期間は５年間で更新が必要となります。
　個々のスキルに対しては、認定超音波検査士の取得によりこれを担保とし、超音波検査室と
しては、環境整備をベースとした再現性のある診断精度の担保として、精度認定制度受審によ
る施設単位の認定取得が必要であると考え、これを実践継続していく所存です。
　個人の認定取得や施設認証取得は、地域医療貢献や患者還元に繋がると信じ、スタッフ一同
精進して参りますので、今後とも当院検査科を宜しくお願い申し上げます。

部署便り　臨床検査科部署便り　臨床検査科



子供の予防
接種についての相談会子供の予防
接種についての相談会

○予防接種を受けるタイミングについてお困り事にお答えします。
11月11日（金）15：00～16：00（お一人様15分間×4枠）
11月25日（金）15：00～16：00（お一人様15分間×4枠）
※母子手帳を必ずお持ちください
静岡徳洲会病院　小児科部長　八尾徳明
申し込み方法（要予約）
お電話にて予約申込をお願いします。
月～金　9：00～17：00
054-256-8008 ㈹ 広報まで
※予約が埋まり次第、受付を終了させていただきます。

オンライン講演開催中オンライン講演開催中オンライン講演開催中

保護者のみの参加でも大丈夫



　看護部長　　西郷美智子
　コロナウイルス感染症の第７波到来により、院内でも職員が感染し、連鎖が起こりました。
クラスター発生と同時に、石谷感染管理認定看護師の迅速な采配により、部署別にその都度ク
ラスター対応体制を整備したことで、感染を最小限に留め、収束に至りました。クラスターの
発生病棟では、自由も拘束され職員の人数も突然の減少により苦しい人員配置でありましたが、
現場で働く職員は医療・看護を継続させるために、この危機を一丸となって乗り越える意識は
さらに高く、労を惜しまず行動してくれました。また、他病棟や他職種からの応援体制を業務
調整しながら協働を推進する事ができました。特に事務職員の行動の早さと言ったらびっくり
する限りでした。感染対策に必要な器材、器具の搬送と設置、ゾーニングの設定、周囲への注
意喚起などすべての点で手際の良さと機敏な動きが目を見張りました。
　職員の中には、濃厚接触者や疑似症者として休まざるをえない人、現場を守り働かざるをえ
ない人とどちらの立場に立っても苦しいものがありましたが、クラスター収束時には皆で安堵
の声を上げました。
　今回、病院職員はこれまでのコロナ禍で旅行にもいけず、会食も禁止されている現状を鑑みて、
職員への日頃の働きに対する慰労と感謝を込めて「全国お取り寄せグルメ」を企画いたしました。
全国 14ヶ所のご当地グルメを選定し、職員には希望のグルメを選んでもらい随時配布してい
きました。北海道は開拓おかき、東北地方は盛岡冷麺、純米吟醸八海山や中国地方は尾道ラー
メン、紀伊地方は伊勢うどん、九州地方は黒糖ドーナッツ棒などと少しでもふるさとや旅行に
いった気分を味わってもらい、美味しいものを食し、明日への活力を養ってもらいました。そ
の品々は自宅へお持ち帰りできたことで家族が喜び「この企画は、家族も含め美味しいものが
食べられたので非常に満足しています。」との声が聞かれ、好評を博しました。今後も、職員が
この病院で頑張って良かった、これからもこの病院で働き続けたいと思えるような職員満足度
の向上をめざして取り組んでいこうと思います。
　コロナウイルスの感染はまだまだ続きそうではありますが、いかなる状況であっても、病院
職員は、地域の住民の方々の健康と生活を守るために、最大限の努力を行う覚悟で進んで参り
ます。

～コロナ禍で頑張る職員への感謝と慰労の意を込めて～


